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社会につながる学びを基に自分の主張を発信できる生徒の育成
ー ＥＳＤの視点に立った学習活動の工夫を通して ー

国や県の方向性
・従来通り＋時代に合わせた柔軟な教育 ・自分の頭で考え動き出し、生き抜く人材の育成

社会参画に関して
・他者を価値ある存在として尊重する
・持続可能な社会の創り手の自覚を促す

社会科として
・「見方・考え方」の活用を推進したい
・将来や生き方につながる学びを作りたい
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来

願い

勉
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ＥＳＤの視点に立った
学習指導で重視する
能力・態度（例）

社会につながる学びの深まり （社会参画意識の醸成）

学びを生かし、外部へ向けた提言

【手立て１】ＥＳＤの視点を取り入れた「単元構想」
６つの視点…多様性・相互性・有限性・公平性・連携性・責任性

教科としての

資質・能力の向上

みんなで指摘し合う活動を
通して、考えを深めるぞ。

〇 つながりを尊重する態度

活動を経ての
望ましい 変容

持続可能な社会
の形成者へ

ＥＳＤ
〇 未来像を予測して計画を立てる力

〇 多面的・総合的に考える力

〇 批判的に考える力

〇 他者と協力する態度

主張を展開するための考察

社会の授業を通して、〇〇の
力について意識して学ぶよ。

補完・修正するための議論

〇 進んで参加する態度

〇 コミュニケーションを行う力

【手立て２】
ESDの視点を取り入れた
「学習管理シート」

自分の主張を発信できる生徒

ESDの視点に即した
自己評価の蓄積

【手立て３】
対話を中心とした
協働的な活動



【手立て１】ＥＳＤの視点を取り入れた「単元構想」

授業実践 中学校第2学年「日本の諸地域・中部地方」
学習課題：中部地方の地域産業の取り組みについて学んだことをもとに、

今後の安中市の産業の在り方について提言しよう。

課題設定する活動を通して、例えば「未来像を予測して計
画を立てる力」の高まりが期待できます。

【手立て３】
対話を中心とした
協働的な活動

成果：ＥＳＤの視点に立った学習活動を行ったことで、生徒は社会とのつながりを実感しなが
ら自分の主張を発信する経験を積み重ね、社会参画意識を高めることができた。

課題：活動目標や教科特性に応じたカリキュラム・マネジメントが望まれる。

協働的な活動を通して、例えば「コミュニケーションを行う力」
の高まりが期待できます。

課題にせまる追究活動を通して、例えば「進んで参加する態度」
や「多面的・総合的に考える力」の高まりが期待できます。

ウェビングマップを

活用し考察する

議論する活動では、例えば「他者と協力する態度」や「批判的に考
える力」の高まりが期待できます。

自分の主張を発信した姿（市への提言）

授業が進むにつれて、社会で生きる
力が身についていくのを感じました。
「将来〇〇の時に使えそう」とか考
えたことがなかった。考えると未来
が見えてきそうで楽しかった。

学びをその後につなげる活動では、
例えば「つながりを尊重する態度」の育成が期待できます。生徒の意識の

【手立て２】
ESDの視点を取り入れた
「学習管理シート」

変容

学びを生かし、安中市

に向けて提言する
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ブラッシュアップシートを活用し議論する

追
究
す
る

蓄積

提言：ＥＳＤの視点に立った学習活動を取り入れ、様々な教科・単元で「これからの社会で必
要とされる力」を育てていきましょう。
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